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　激動する行政環境の中にあって、組織の先端にいる最初の意思決定者ともいえる主任級職員の役割は、とても重要
です。この研修では、行政組織における主任職の重要性を理解し、「組織運営の基本原則」「仕事の進め方」などを再認
識するとともに、職場での行動の在り方、仕事への取組み姿勢、処理の仕方、後輩、上司に対するより良い影響力の発揮
の仕方を実践的に学びます。
　さらに、今後、分権時代の職員に最も求められる政策形成能力の基礎を身に付けるため、問題意識の持ち方、課題発
見の方法について、その能力の向上を図ります。

研修のねらい

■ 主任級の責務、役割を再認識します。

■ 組織の在り方、仕事の進め方を学び、実践に結び付けられるようになります。

■ 企画立案の基礎知識が身に付きます。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

12 自分の頭で考え、問題意識を高める
主任級職員 (一般職上級) 研修

１日研修 160,000～200,000円 （税別）　２日研修 320,000～400,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

■ 地方自治体の今日的状況と課題から主任級の立場と
　 役割を考える
１．自治体経営の時代

(1) 地方自治体の役割

３．組織の一員として
(1) 組織の形成過程
(2) 自治体組織の特性
(3) ピラミッドからシステムへ

４．職務の遂行者として
(1) 仕事とは
(2) 仕事の２側面
(3) 自分の仕事は自分で管理する

２．私たちへの期待
(1) 主任級の立場と役割
(2) 求められる能力とは

■ 仕事の本質に接近し、仕事の進め方を再考する

◇ 職務遂行能力自己診断 ◇

◇ 仕事と管理の体系図作成 ◇

５．仕事を組み立てる

■ 企画立案の基礎的知識を得る

(1) 目標設定：目的意識を持つ
(2) 計画策定：コスト意識を高める
(3) 計画遂行：自己啓発を持続する
(4) 成果評価：三現主義に徹する

６．問題解決と企画立案
(1) 問題とは
(2) ２つの問題
(3) 問題解決と企画立案

７．職場の業務改善
(1) 不断に取り組む業務改善
(2) 業務改善視点

８．コミュニケーション力の向上

９．まとめ

■ より良い人間関係の創造をめざして

(1) 組織コミュニケーション
(2) 分かりやすい組立て
(3) 傾聴・質問・承認

主任

講座料

時 間

資 料

午

　前

午

　後

１日 目 2 日 目

職場での行動変容を促す
主査級職員研修11

１日研修 160,000～200,000円 （税別）　２日研修 320,000～400,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

１． 新しい時代への対応
　(1) 地方自治体の役割
　(2) 環境変化からこれからの自らの自治体を考える

3． 自治体組織の特性
　(1) 自治体組織と企業組織、その違い
　(2) 自治体職員としての仕事の仕方

5． タイムマネジメントの実践
　(1) 業務の生産性を高める
　(2) アポ管理とスケジュール管理
　(3) 仕事のゴールの明確化
　(4) 仕事の優先順位とは

6． リーダーシップの発揮
　(1) リーダーシップとは
　(2) 変革型リーダーシップ
　(3) 同僚及び後輩へのフィードバック

7． 組織コミュニケーション
　(1) ４つのシップ
　(2) フォロワーシップのバランス
　(3) ライフポジション
　(4) 褒めると認める

8． 行動計画書の作成
　「明日からの行動宣言」

9． まとめ

◇ 実習・グループ討議 ◇

◇ 演習 ◇
「 概念化能力を鍛える 」

◇ グループ討議 ◇
「 虫の眼・鳥の眼・魚の眼 」

◇ グループ討議 ◇
「 ＰＤＣＡを機能させるには 」

◇ 演習 ◇
「 プラスワンのメッセージ 」

　“右肩下がりの自治体経営の時代”には、持続可能な地域社会の発展のために、戦略的思考に基づく政策選択と効率
的な政策執行が求められ、行政サービスを提供する責任者にはそれが真に重要な行政サービスと説明できるだけの価
値的判断基準が必要です。主査級職員には、業務改善や事業改善を積極的に推進し、効率的な組織運営を図る行政改
革活動の推進力となることが求められます。そのためにも、職務遂行能力を高め、職場内においてリーダーシップを発
揮することが期待されています。
　この研修では、主査同士の横のコミュニケーションの充実、情報共有や連携力の強化を図るとともに、主査の責務と
役割、開発すべき能力を、グループ討議や実習を通して学ぶとともに、今後の自治体職員としての“在り方”についても
深く考える場とします。

研修のねらい

■ 時代の変化を読み取り、リーダーシップを発揮するためのコミュニケーション力を体得します。

■ 主査級に期待される役割を自覚し、実践していこうという気概が生まれます。

■ これまでの「成長」が実感でき、これからの「成長」への道筋が立てられます。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

■ より良い人間関係の創造をめざして

■ 仕事の本質に接近し、仕事の進め方を再考する

■ 地方自治体の今日的状況と課題から主査級の立場と
　 役割を考える

主査

4． 職務の遂行者として
　(1) 組織活動の基本
　(2) 仕事のＰＤＣＡ
　(3) 進捗管理のポイント

２． 私たちへの期待
　(1) 主査級の責務と役割
　(2) ３方向からの期待
　(3) 求められる能力
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